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名古屋駅への「コインロッカー空き状況案内システム」の導入について 

 

このたび、名古屋駅において、お客様の利便性向上を目的とし、「コインロッカー空き状

況案内システム（以下、案内システム）」を、東海地区で初めて導入します。 

またこれに合わせて、コインロッカーの増設と、交通系電子マネーがご利用いただける

コインロッカーへの切り替えを行います。 

 

１． 案内システムの概要 

・案内システムの導入により、駅構内のすべてのコインロッカー設置エリアの空き 

状況がリアルタイムで調べられるようになります。 

・駅構内には、６箇所にタッチパネル式の案内モニターを設置します。モニター画面に

表示されているコインロッカーのアイコンをタッチすると、空き状況（サイズ・個数）

が検索できます。（別紙１） 
・専用のＷＥＢサイトも開設しますので、スマートフォンなどからアクセスすること

で、空き状況の検索が可能となります。 

 

２．その他サービスの向上 

・中央コンコースにコインロッカーを新設するとともに、既設のコインロッカー（中

央コンコース北）でも増設を行います。名古屋駅全体では約１，０４０口から 

約１，３６０口と約１．３倍に増やします。 

・既設のコインロッカーについても、交通系電子マネーがご利用いただけるコインロ

ッカーへの切り替えを行います。 

 

３．利用開始日 

２０１８年３月２０日（火） 

  ※桜通口地下コインロッカーの一部の案内システムおよび交通系電子マネー対応、バスターミナ

ル南と桜通口地下への案内モニター設置は４月下旬の予定です。 

 

４．駅構内のコインロッカーと案内モニター設置箇所 

   別紙２をご参照ください。 

 

 



別紙１
＜案内モニター・案内画面のイメージ＞

案内画面イメージ

案内画面に表示されているコインロッカーのアイコンを手でタッチしていただくと、
ロッカーの空き状況（サイズ別の空き個数、現在地からの到着時分の目安）を
検索することができます。

案内モニターイメージ（自立式）

約１分



別紙２

コインロッカー（既設）

今回新設・増設するコインロッカー

◆ 案内モニター（新設）

１Ｆ

Ｂ１Ｆ

＜名古屋駅構内コインロッカー／案内モニター設置箇所＞

中央コンコース
（今回新設）

広小路口

桜通口地下

中央コンコース北
（今回増設）

バスターミナル南
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